
08

2単位

専門科目／コミュニティマネジメント・国際協力科目群

国際開発と貧困問題
貧困緩和や国際的な開発の在り方について、実際の活動事例や身近な題材を通じて考える機会をもつ

受講するにあたって

参考図書を事前に読んでおくと理解が進むので、できるだけ読んでおく。①事前学習の
　すすめ

A.V.バナジー＆E.デュフロ『貧乏人の経済学』 みすず書房、2012
J.モーダック他『最底辺のポートフォリオ』 みすず書房、2011
森壮也編『途上国障害者の貧困削減』岩波書店、2010

②参考図書

記述式で2題、出題の予定。すべての設問に的をはずさす答えていること、たんなる感想ではないこと、
自分に引き付けて感想を述べている場合でもよく考えられており、次につながるような解答である
こと。

③評価基準

スクーリングのなかで、さらに文献を紹介する。④より学びを
　深めるために

講義目的・到達目標

講義の構成

このスクーリングでは、初日に国際的な文脈での貧困に
ついて理解を深め、貧困削減の戦略や進捗状況について
検討する。次に、マイクロファイナンスと呼ばれる貧困
層向けの融資・貯蓄などの具体的な活動をみていきなが
ら、その長所や課題についてグループ学習を通じて突っ
込んだ議論を行う。
2日目は、貧困や環境などグローバルな問題に私たちもか
かわりをもっていることを講義を通じて理解し、共に生
きることのできる国際社会に向けて何が必要かをグルー
プで考える。

講義の流れ

発展途上国の人々も我々とおなじように、賢かったりずる
かったりするが、懸命に生きていること、人々のそうした
バイタリティを生かすような仕組みをつくることで、世界
の貧困を減らせないかということを追求していきたい。

講義のポイント

なぜ、問題が生じているか2

どういう課題があるか1

私たちとどうかかわっているのか3

どういう対策があるか4

自分たちに何ができるか5

市場における活動を通じて貧困を減らす方策について、その限界も含めて理解するのがこのスクーリングの大きな目的
である。グローバリゼーションや規制緩和を背景として、世界では市場を通じた経済活動が活発になり、極度の貧困に
陥っている人は減少している。しかし、新興国の内部での格差はむしろ拡大している。その一方で、ビジネスを通じて
貧困から抜け出せるようにしようという大きなうねりもある。こうしたことを、途上国の人々の視点や国際社会の動き
から理解できるようにすることを目指す。

途上国の人々や国際社会の視点から、貧困緩和に向けた活動を理解する

世界では、水不足や食料問題などが貧しい人々を直撃している。グローバル化の進む中で、そうした問題に私たちの生
活も関わっている。問題や人々の間のつながりを理解し、われわれ自身の課題としてどのように取り組めばよいのか、
手がかりとなることについてみんなで考える。

国際開発を私たち自身の課題としてとらえる
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専門科目／医療・福祉マネジメント科目群

福祉の歴史
福祉の歴史を通観し、現代社会における諸相の理解につなげて学ぶ

受講するにあたって

歴史の用語がわからないなど基礎的知識がない場合には、高等学校レベルの日本史教科書を通読し
て受講されることをお勧めする。

①事前学習の
　すすめ

特に指定しない。②参考図書

講義の内容を受け止め、設問について規定の字数で自分の考えを表現すること。③評価基準

特に指定しない。④より学びを
　深めるために

講義目的・到達目標

講義の構成

講義では前近代から現代までの福祉の歴史を通観す
る。社会福祉の歴史といえば、市販テキストの多く
は、明治以降から記述される傾向がある。確かに権
利としての社会福祉が確立されていない前近代は、
社会福祉という言葉の持つ意味も異なってくる。し
かし、前近代の相互扶助や様々な救済制度は、現代
の社会福祉と全く無関係ではなく、我々が前近代に
生きた人々から学ぶことは無数に存在する。例えば、
江戸時代に視覚障碍のある人々はどのように生きて
きたのであろうか。盲僧と呼ばれる人々が存在した
のか、あるいは当道座制度は、どんな救済となった
のか。さらに、こうした制度や救済から漏れてしまっ
た人々はどのように生きてきたのであろうか。現代
は格差社会と呼ばれセーフティネットの存在が危う
いといわれる。歴史から何を学ぶことができるのか
を追求していく。

講義の流れ

講義は、随時視聴覚教材を使い、グループワークや
ミニレポート作成も行う。また、ゲスト講師を招き、
特別講義を予定している。

講義のポイント

科目概要（ガイダンス）1

前近代の社会福祉2

近代の社会福祉3

現代の社会福祉4

現代社会の諸相：歴史から学ぶ5

まとめ講義6

7
科目修了試験
（筆記レポート作成）
ゲスト講師の講義
（特定分野など）

前近代から現代までの福祉の歴史を通観する中で、救済が必要な人々はそれぞれの時代においてどのように生きてきた
のかを考え、時代の変化と社会福祉の関連を理解する。

前近代から現代までの福祉の歴史を通観する

現代は格差社会と呼ばれセーフティネットが危ういといわれる。現代の社会福祉を考えるうえで、歴史から何を学ぶこ
とができるのかを追及していく。

現代社会における諸相を歴史から学ぶ


